
●棚倉城古地図

●棚倉城の築城
　棚倉城は、市街地の中心に位置し本丸跡は『亀

かめがじょう

ヶ城公園』として、町民の憩
いの場として利用されている。元

げん な

和８年（1623）に赤
あかだて

館城主となった丹羽長重は、
寛
かんえい

永2年（1625）、この地に鎮座していた近
ちか つ

津明
みょうじん

神（現在の馬
ば ば つ つ こ

場都々古別
わけ

神
じんじゃ

社）を
遷して、その境内地に棚倉城を築城した。城名は、城の壁が荒

あらつち

土のままであっ
たので「荒土城」、近津明神の跡地に築城したので「近津城」とも呼ばれた。完
成した城下には水戸街道が通り、関東と東北の境目にある城として、親

しんぱん

藩（徳川
家の親戚）や譜

ふだ い

代（古くから徳川家に仕える）の大名が治める城下町であった。

●棚倉城の特徴
　本丸は西向きの凸

とつがた

形で、本丸を取り巻く東西南北が二の丸で長方形を呈し
ていた。北西に三の丸があり林

はやしくるわ

郭と呼ばれた。本丸平場を囲むように大きな
土
ど る い

塁が築かれ、その土塁上には全周する多
たもんやぐら

門櫓（長屋のような建物）と隅
すみやぐら

櫓
（二階建で四箇所）が建てられていた。二の丸西面の土塁上には約160ｍにわ
たって石垣が築かれていた。

●棚倉城 城門と建物のイメージ

棚倉町生涯学習課　
0247－33－0111
棚倉町観光協会　　
0247－33－7886

●お問合せ

●アクセス

●棚倉城跡の四季（「慶応二年奥州棚倉之図」棚倉町教育委員会藏）
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国
指
定
史
跡

棚
倉
城
と

　
　
　

お
殿
様

福島県棚倉町

棚
倉
城
が
で
き
る
ま
で

　棚
倉
城
が
で
き
る
前
は
、赤あ

か
だ
て館
が
中
心
で
、伊だ

て達
氏
（
宮

城
県
）・
佐さ

た

け竹
氏
（
茨
城
県
）
と
白
河
結ゆ

う

き城
氏
な
ど
の
攻
防

が
続
き
、
最
後
は
佐
竹
氏
が
棚
倉
地
方
を
支
配
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　徳
川
氏
が
天
下
統
一
す
る
と
佐
竹
氏
は
秋
田
に
移
さ
れ

て
、
棚
倉
地
方
は
、
北
九
州
の
立
花
宗
茂
が
初
代
棚
倉
藩

主
と
な
る
。

�

※
か
っ
こ
内
は
城
主
を
務
め
た
期
間

初
代
城
主
（
一
六
二
二
～
一
六
二
七
）

丹に

わ羽
五ご

ろ

う郎
左ざ

え

も

ん

衛
門
長な

が

し

げ重
公

　長
重
は
、
関
ヶ
原
の
役
で
豊と

よ
と
み臣

方
で
あ
っ
た
め
領り

ょ
う

地ち

を
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
慶け

い
ち
ょ
う長

八
年
（
一
六
〇
三
）

常ひ
た

 
ち

 
の
く
に

 
ふ
っ

 
と

陸
国
古
渡
で
一
万
石
の
大
名
に
復ふ

っ
か
つ活

、
同
じ
く
江
戸
崎

で
二
万
石
、
元げ

ん

な和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
は
、
五
万
石
の

棚
倉
藩
主
と
な
る
。

　寛か
ん
え
い永

元
年
（
一
六
二
四
）
幕
府
の
命
令
に
よ
り
、
こ
の

地
に
あ
っ
た
近ち

か
つ
み
ょ
う
じ
ん

津
明
神
を
馬
場
に
移
し
て
同
二
年
（
一
六

二
五
）
に
平ひ

ら
じ
ろ城

の
棚
倉
城
を
築
城
し
、
初
代
城
主
と
な
る
。

二
代
城
主
（
一
六
二
七
～
一
六
六
五
）

内な

い

と

う

ぶ

ぜ

ん

の

か

み

藤
豊
前
守
信の

ぶ

て

る照
公

　寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
近お

う
み江

（
滋
賀
県
）
よ
り
五
万
石

の
棚
倉
城
主
と
な
る
。

　寛
永
六
年
、
京
都
大
徳
寺
の
高こ

う
そ
う僧

、
玉ぎ

ょ
く
し
つ
そ
う
は
く

室
宗
珀
が
紫し

え衣

事
件
に
か
か
わ
っ
て
棚
倉
藩
に
お
預あ

ず

け
と
な
っ
た
が
、
信

照
は
、
赤あ

か
だ
て
な
ん
ろ
く

館
南
麓
に
あ
っ
た
光
徳
寺
に
一
つ
の
建
物
を
立

て
て
大
切
に
お
世
話
を
す
る
。
城
下
町
は
商
品
の
問
屋

や
荷
物
を
運
ぶ
馬
の
駅
も
で
き
て
、
経
済
の
中
心
地
と

し
て
発
展
す
る
。
慶け

い
あ
ん安

三
年
（
一
六
五
〇
）
か
ら
承し

ょ
う
お
う応

元
年
（
一
六
五
二
）
大
阪
城じ

ょ
う
だ
い代

と
い
う
役
に
も
つ
い
た
が
、

寛か
ん
ぶ
ん文

五
年（
一
六
六
五
）江
戸
に
て
亡
く
な
る
。（
七
十
四
歳
）

　

三
代
城
主
（
一
六
六
五
～
一
六
七
四
）

内な

い

と

う

ぶ

ぜ

ん

の

か

み

藤
豊
前
守
信の

ぶ

よ

し良
公

　寛
文
五
年（
一
六
六
五
）城
主
と
な
る
。同
年
、愛
敬
稲

荷
神
社
を
建
て
る
。同
十
二
年
、城
下
の
大
火
で
武
家
屋

敷
一
三
六
戸（
北
町
・
南
町
）、民
家
三
一
二
戸（
新
町
・
古

町
な
ど
）が
焼
け
た
。（
現
磐
城
棚
倉
駅
近
く
に
あ
っ
た

長
楽
寺
付
近
か
ら
出
火
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。）

　延え
ん
ぽ
う宝

二
年
（
一
六
七
四
）、
城
主
を
退し

り
ぞ

き
、
元
禄
七

年
（
一
六
九
四
）
蓮れ

ん

げ家
寺
境け

い
だ
い内

に
常じ

ょ
う

念ね
ん
ぶ
つ仏

堂
を
建
て
る
。

　同
八
年
亡
く
な
る
。（
七
十
一
歳
）

四
代
城
主
（
一
六
七
四
～
一
七
〇
五
）

内な

い

と

う

ぶ

ぜ

ん

の

か

み

藤
豊
前
守
弌か

ず

の

ぶ信
公

　延え
ん
ぽ
う宝

二
年
（
一
六
七
四
）
に
六
万
五
千
石
で

城
主
と
な
る
。
同
十
二
年
に
、
本
丸
土
塁
上
に

鐘
を
造
り
、
朝
夕
時
刻
を
知
ら
せ
る
。
元
禄
十
四

年
（
一
七
〇
一
）、
宇
迦
神
社
の
本
殿
を
再
建
す
る
。

　同
十
五
年
（
一
七
○
二
）
三
十
三
観か

ん
の
ん音

を
蓮れ

ん

げ家
寺
に

寄き

し

ん進
（
寄
付
）
す
る
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
駿す

る
が
の河

国く
に

田
中
（
静
岡
県
）
に
移
る
。

五
代
城
主
（
一
七
〇
五
～
一
七
二
八
）

太お

お

た田
備び

っ

ち

ゅ

う

の

か

み

中
守
資す

け

は

る晴
公

　宝ほ
う
え
い永

二
年
（
一
七
〇
五
）
駿す

る
が
の
く
に

河
国
田
中
よ
り
五
万
三
十

七
石
余
で
棚
倉
城
主
と
な
る
。
同
四
年
、
花
園
に
日に

ち

蓮れ
ん
し
ゅ
う宗

高
徳
山
長
久
寺
を
建
て
、
棚
倉
城
の
南
門
を
移
し
て
山さ

ん
も
ん門

と
す
る
。
享き

ょ
う
ほ
う保

八
年
（
一
七
二
三
）
幕
府
の
奏そ

う
じ
ゃ
ば
ん

者
番
と
い

う
職
に
つ
き
、
同
十
年
、
寺
社
奉
行
に
も
な
る
。
同
十
三

年
、
若
年
寄
に
進
み
、
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
館
林
（
群
馬
県
）
に
移
る
。

　こ
の
年
八や

つ

き槻
都つ

つ

こ

々
古
別わ

け
じ
ん
じ
ゃ

神
社
に
大
鉄
灯
籠
を
寄
進
（
寄

付
）
す
る
。

六
代
城
主
（
一
七
二
八
～
一
七
四
六
）

松ま
つ
だ
い
ら平

右う

こ

ん近
将し

ょ
う
げ
ん監

武た

け

ち

か元
公

　享き
ょ
う
ほ
う保

十
三
年
（
一
七
二
八
）
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
館
林
よ
り

五
万
五
千
石
に
て
棚
倉
城
主
と
な
る
。
延え

ん
き
ょ
う享

元
年

（
一
七
四
四
）
に
寺
社
奉
行
と
な
り
、
同
四
年

（
一
七
四
七
）
老
中
職
と
な
る
。

丸に桔梗松 平 葵

七
代
城
主
（
一
七
四
六
～
一
七
七
六
）

小お

が

さ

わ

ら

笠
原
能の

と

の登
守か

み

長な

が

ゆ

き恭
公

　延え
ん
き
ょ
う享

三
年（
一
七
四
六
）七
歳
で
遠と

う
と
う
み
の
く
に
か
け
が
わ

江
国
掛
川（
静
岡
県
）

よ
り
棚
倉
城
主
と
な
る
。
近お

う

み江
（
滋
賀
県
）
の
二
万
石
と

棚
倉
の
四
万
石
で
六
万
石
と
な
る
。
寛か

ん
え
ん延

二
年
（
一
七
四

九
）
戸
塚
騒そ

う
ど
う動

（
塙
町
）
が
あ
り
、
塙
代
官
の
依
頼
で
棚

倉
よ
り
兵
を
出
す
。（
塙
は
幕
府
領
だ
っ
た
。）
明め

い

わ和
四
年

（
一
七
六
七
）
佐さ

ど
の
か
み

渡
守
に
名
前
が
変
わ
っ
た
が
、
近お

う

み江
二
万

石
の
こ
と
も
あ
り
、
財
政
は
非
常
に
苦
し
く
、
藩
内
の
生

活
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
安あ

ん
え
い永

五
年
（
一
七
七
六
）

亡
く
な
る
。（
三
十
七
歳
）

八
代
城
主
（
一
七
七
六
～
一
八
一
二
）

小お

が

さ

わ

ら

笠
原
佐さ

ど

の

か

み

渡
守
長な

が

た

か堯
公

　安あ
ん
え
い永

五
年
（
一
七
七
六
）
十
七
歳
で
城
主
と
な
る
。
天て

ん

明め
い

四
年
（
一
七
八
四
）
領
地
引
替
え
に
て
、
塙
代
官
よ
り

瀬
ヶ
野
・
小
爪
・
強
梨
・
戸
中
・
漆
草
・
大
梅
・
福
岡
・

上
手
沢
・
下
手
沢
・
北
山
本
・
中
山
本
・
下
山
本
・
上
渋

井
・
中
野
・
中
塚
・
川
上
・
川
下
を
引
き
継
ぐ
。

　寛か
ん
せ
い政

十
年
（
一
七
九
八
）
浅
川
騒
動
（
一い

っ

き揆
）
を
抑
え

る
た
め
、棚
倉
よ
り
兵
を
出
す
。
文ぶ

ん

か化
九
年（
一
八
一
二
）

長な
が
ま
さ昌

に
家か

と

く督
を
ゆ
ず
る
。（
隠
居
し
て
南な

ん
が
く萼

と
名
の
る
。）

同
年
五
月
亡
く
な
る
。（
四
十
九
歳
）

九
代
城
主
（
一
八
一
二
～
一
八
一
七
）

小お

が

さ

わ

ら

笠
原
主と

も

の

か

み

殿
守
長な

が

ま

さ昌
公

　文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
城
主
を
継
ぐ
。
同
十
年
、

江
戸
城
の
紅
葉
山
火
ノ
番
の
役
に
つ
く
。
同
十
四
年
、

肥ひ
ぜ
ん
の
く
に
か
ら
つ

前
国
唐
津
（
佐
賀
県
）
城
主
と
な
る
。

十
代
城
主
（
一
八
一
七
～
一
八
二
〇
）

井い

の

う

え

か

わ

ち

の

か

み

ま

さ

も

と

上
河
内
守
正
甫
公

　文ぶ

ん

か化
十
四
年
（
一
八
一
七
）、遠と

う
と
う
み
の
く
に

江
国
浜
松
（
静
岡
県
）

よ
り
六
万
石
で
棚
倉
城
主
と
な
っ
た
が
、
病
気
と
い
っ

て
、
棚
倉
へ
は
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
棚
倉
に
蛇
が

多
い
と
い
う
伝
説
は
こ
の
頃
つ
く
ら
れ
る
。
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
城
主
を
退
く
。

十
一
代
城
主
（
一
八
二
〇
～
一
八
三
六
）

井い

の

う

え

か

わ

ち

の

か

み

ま

さ

は

る

上
河
内
守
正
春
公

　文ぶ
ん
せ
い政

三
年
（
一
八
二
〇
）
城
と
な
る
。
同
七
年
、
英
国

船
が
常ひ

た
ち
の
く
に
お
お
つ

陸
国
大
津
に
上
陸
し
た
の
で
、
近
く
に
領
地
が
あ

る
棚
倉
藩
は
、
海
岸
に
陣
屋
を
設
け
て
警
備
し
た
。
天て

ん
ぽ
う保

五
年
（
一
八
三
四
）
寺
社
奉
行
と
奏そ

う
じ
ゃ
ば
ん

者
番
を
兼
任
す
る
。

同
七
年
、
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
館
林
（
群
馬
県
）
の
城
主
と
な
る
。

十
二
代
城
主
（
一
八
三
六
～
一
八
五
四
）

松ま

つ

だ

い

ら平
周す

お

う

の

か

み

防
守
康や

す

た

か爵
公

　天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
石い

わ
み
の
く
に

見
国
浜
田
（
島
根
県
）
よ

り
六
万
四
百
石
で
棚
倉
城
主
と
な
る
。
山
本
不
動
尊
へ

開か
い
う
ん運

祈き

が

ん願
の
石い

し
ど
う
ろ
う

灯
籠
を
寄き

し

ん進
（
寄き

ふ付
）
す
る
。

嘉か

え

い永
七
年
（
一
八
五
四
）
城
主
を
退し

り
ぞ

き
、
隠
居
し
て

弾だ
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う
ひ
つ

正
少
弼
と
名
の
る
。

十
三
代
城
主
（
一
八
五
四
～
一
八
六
二
）

松ま

つ

平だ
い
ら

周す

お

う

の防
守か

み

康や

す

か

ど圭
公

　嘉か

え

い永
七
年
（
一
八
五
四
）
兄
康や

す
た
か爵

の
養
子
と
な
り
城
主

に
な
る
。
藩は

ん
せ
い
か
い
か
く

政
改
革
に
意
を
用
い
「
機き

ぎ
ょ
う業

（
は
た
織
り
）」

「
瓦か

わ
ら
や
き焼

」「
梨な

し子
園え

ん

」「
こ
ん
に
ゃ
く
栽さ

い
ば
い培

」「
牧ぼ

く

ば場
（
放
牧

に
よ
る
）」
な
ど
奨し

ょ
う
れ
い励

し
た
。
文ぶ

ん
き
ゅ
う久

二
年
（
一
八
六
二
）
に

亡
く
な
る
。

十
四
代
城
主
（
一
八
六
二
～
一
八
六
四
）

松ま

つ

平だ
い
ら

周す

お

う

の防
守か

み

康や

す

ひ

ろ泰
公

　文ぶ
ん
き
ゅ
う久

二
年
（
一
八
六
二
）
城
主
と
な
る
。
元げ

ん

じ治
元
年
（
一

八
六
四
）
天
狗
党
鎮
圧
の
た
め
、
棚
倉
と
江
戸
屋
敷
か
ら

兵
を
出
す
。

　そ
の
年
十
六
歳
で
亡
く
な
る
。

十
五
代
城
主
（
一
八
六
四
～
一
八
六
六
）

松ま

つ

平だ
い
ら

周す

お

う

の防
守か

み

康や

す

ひ

で英
公

　元げ

ん

じ治
元
年（
一
八
六
四
）城
主
と
な
る
。
慶け

い
お
う応

元
年（
一

八
六
五
）
に
老
中
職
を
二
回
勤
め
る
。
同
二
年
（
一
八
六

六
）
天
狗
党
事
件
で
、
常ひ

た

ち陸
に
兵
を
出
し
た
功
績
も

あ
り
、
二
万
石
加
増
で
八
万
四
百
石
余
と
な
る
。（
天

狗
党
員
の
処
刑
も
行
う
。）
同
年
六
月
、
白
河
城
主
に

な
る
よ
う
命
令
が
あ
っ
た
が
、
同
年
十
月
中
止
と
な

直 違 紋
（違い棒）

岩 船 藤 岩 船 藤

岩 船 藤

り
、
川
越
（
埼
玉
県
）
城
主
と
な
る
。
こ
の
と
き
禄ろ

く
だ
か高

八
万
四
百
四
十
三
石
と
な
る
。

十
六
代
城
主
（
一
八
六
六
～
一
八
六
八
）

阿あ

べ部
美み

ま

さ

か

の作
守か

み

正ま

さ

き

よ静
公

　阿
部
家
は
八
代
四
十
三
年
間
白
河
城
主
で
あ
っ
た
が
、

慶け
い
お
う応

二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
十
九
日
、
十
万
石
で
棚

倉
城
主
と
な
る
。
慶け

い
お
う応

四
年
鎮ち

ん
ぶ
そ
う
と
く

撫
総
督
（
新
政
府
軍
）

の
命
令
で
一
時
出
兵
し
た
が
、
奥お

う
う
え
つ
れ
っ
ぱ
ん
ど
う
め
い

羽
越
列
藩
同
盟
（
東

北
の
各
藩
と
新
潟
の
藩
が
手
を
組
ん
で
新
政
府
軍
に
立

ち
向
か
う
。）
に
入
り
白
河
城
を
中
心
に
新
政
府
軍
と
戦

い
、
激
し
い
攻
防
の
末
、
同
盟
軍
（
東
北
勢
）
は
敗
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
藩
に
帰
る
。
こ
の
戦
い
で
棚
倉
は
五
十
名

以
上
の
戦
死
者
を
出
す
。
つ
い
で
新
政
府
軍
は
棚
倉
総

攻
撃
に
入
り
、
六
月
二
十
四
日
、
棚
倉
城
は
落
城
し
た
。

こ
の
戊ぼ

し

ん辰
戦
争
で
棚
倉
城
と
城
下
の
一
部
を
戦
火
で
焼

失
し
た
。

蔦

蔦

蔦

蔦

違い鷹ノ羽

三 階 菱

三 階 菱

三 階 菱

井上鷹ノ羽井上鷹ノ羽


